
資料  1

学校統廃合の年次計画

ブロック 学　校　名 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

A
 梅若小学校
 堤小学校

地元協議・統合準備 4月統合

A
 向島中学校
 鐘淵中学校

地元協議・統合準備 4月統合

B
 吾嬬第二中学校
 寺島中学校

地元協議・統合準備 4月統合

C
 中川小学校
 東吾嬬小学校

地元協議・統合準備 4月統合

C
 吾嬬第一中学校
 立花中学校

地元協議・統合準備 4月統合

H
 竪川中学校
 錦糸中学校

地元協議・統合準備 4月統合
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資料  2
通学区域変更の年次計画

ブロック 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

Aブロック
新入生
から適応

Dブロック
新入生
から適応

Eブロック
新入生
から適応

Bブロック
新入生
から適応

Cブロック
新入生
から適応

Fブロック
新入生
から適応

Gブロック
新入生
から適応

Hブロック
新入生
から適応

※ブロックによっては一部実施時期が異なる地域があります。
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ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数 ｸﾗｽ 児童数

緑 2 48 2 43 2 45 1 40 2 44 1 36 10 256 1 6 11 262

外 手 2 44 2 53 2 45 2 60 2 63 2 45 12 310 2 9 14 319

二 葉 3 103 3 116 3 107 3 92 3 82 3 100 18 600 18 600

錦 糸 1 29 1 33 1 38 1 34 1 40 2 42 7 216 [3] [25] 7[3] 216

中 和 1 29 1 24 1 20 1 19 1 19 1 34 6 145 6 145

言 問 1 24 1 38 1 21 1 23 1 32 1 31 6 169 [3] [32] 6[3] 169

小 梅 2 51 2 48 2 60 2 70 2 63 2 67 12 359 12 359

柳 島 3 87 3 104 2 77 2 72 3 88 2 70 15 498 [1] [7] 15[1] 498

業 平 2 70 2 69 2 60 2 75 2 69 2 63 12 406 2 13 14 419

両 国 3 101 3 97 3 89 3 101 3 94 2 72 17 554 17 554

横 川 2 53 2 66 2 76 2 59 2 59 2 68 12 381 12 381

菊 川 2 53 2 71 2 78 3 82 2 55 2 61 13 400 13 400

第一吾嬬 2 55 2 63 2 69 2 42 2 46 1 33 11 308 11 308

第三吾嬬 2 76 3 82 3 82 2 48 2 67 2 65 14 420 14 420

第四吾嬬 1 25 1 22 1 17 1 19 1 24 1 27 6 134 2 12 8 146

第一寺島 2 70 2 59 2 65 2 57 2 60 2 52 12 363 2 10 14 373

第二寺島 3 112 3 108 3 114 3 110 3 108 2 80 17 632 2 10 19 642

第三寺島 1 30 1 30 1 29 1 23 1 25 1 35 6 172 [3] [27] 6[3] 172

曳 舟 2 52 2 60 2 68 2 53 2 56 2 52 12 341 12 341

梅 若 2 54 2 49 2 55 2 50 2 46 2 49 12 303 12 303

中 川 1 27 1 30 1 23 1 35 1 40 1 36 6 191 6 191

東 吾 嬬 2 66 2 46 2 49 2 54 2 56 2 44 12 315 12 315

立 花 1 5 1 9 0 0 1 8 1 24 1 17 5 63 5 63

堤 1 11 1 5 1 30 1 23 1 29 1 28 6 126 [2] [22] 6[2] 126

押 上 3 105 3 103 3 103 3 112 3 98 3 94 18 615 [2] [34] 18[2] 615

八 広 3 94 3 104 3 102 3 92 3 95 3 89 18 576 18 576

隅 田 2 56 2 64 2 65 2 67 2 55 2 65 12 372 12 372

合 計 52 1,530 53 1,596 51 1,587 51 1,520 52 1,537 48 1,455 307 9,225 [2] [22] 11[12] 60[125] 318[14] 9,285

ｸﾗｽ 生徒数 ｸﾗｽ 生徒数 ｸﾗｽ 生徒数 ｸﾗｽ 生徒数 ｸﾗｽ 生徒数 ｸﾗｽ 生徒数

墨 田 4 121 3 119 3 89 10 329

本 所 5 183 5 192 5 184 15 559 1 4

両 国 5 194 5 200 5 176 15 570

竪 川 3 98 3 91 3 84 9 273 2 12

錦 糸 4 124 4 122 3 108 11 354

吾嬬第一 2 44 1 18 1 37 4 99 [1] [10]

吾嬬第二 3 99 3 95 3 103 9 297

寺 島 2 55 2 50 2 46 6 151 1 8

向 島 2 74 2 48 2 57 6 179 [1] [4]

鐘 淵 2 70 2 76 2 68 6 214

立 花 2 46 2 63 2 71 6 180 1年 5

文 花 5 162 3 118 4 143 12 423 2年 35

文花夜間 1 2 1 2 1 16 3 20 3 44 3年 4

計（夜間除 39 1,270 35 1,192 35 1,166 109 3,628 4[2] 24[14]

合 計 40 1,272 36 1,194 36 1,182 112 3,648 3 44 4[2] 24[14]

資料　３

平成19年度　児童・生徒数一覧 

＊〔　〕は通級（在籍校から通級学級へ通っている児童生徒数）

＊文花夜間の日本語学級は全学年の合計人数に対し、20人単位で学級を編制する。（学年別で学級編制しない）

１　年 ２　年 ３　年

159

179

285

合    計

日本語学級 合    計

平成19年5月1日現在

特別支援
小 学 校

中 学 校

99

297

生徒数

329

563

570

214

ｸﾗｽ

15

11

7

6[1]

6

4[1]

9

354

3,716

180

423

64

3,652113[2]

119[2]

12

6

6

11

特別支援

内　訳

10

16

日本語学級

６　年 小    計

3　年 小    計1　年 2　年
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資料４
学校別住民基本台帳上の人数（平成19年４月1日現在）

Ａブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

第二寺島小 2 78 2 77 3 92 2 79 2 78 2 78 13 482

梅若小 2 59 2 56 2 73 2 53 3 86 2 58 13 385

堤　小 1 22 1 21 1 23 1 33 1 32 1 25 6 156

隅田小 2 54 2 60 2 64 2 58 2 59 2 68 12 363

向島・鐘淵中 6 213 6 214 7 252 6 223 7 255 6 229 19～20 679～730

×76.7％ 5 163 5 164 5 193 5 171 5 196 5 176 15 520～560

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

梅若・堤小 3 81 2 77 3 96 3 86 3 118 3 83 17 541

Ｂブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

第三吾嬬小 2 59 2 58 2 64 2 67 2 71 2 65 12 384

第三寺島小 2 61 2 50 2 56 2 60 2 59 2 45 12 331

八広小 4 124 3 114 3 116 3 110 3 98 4 128 20 690

吾二・寺島中 7 244 6 222 6 236 6 237 6 228 6 238 18～19 695～703

×76.7％ 5 187 5 170 5 181 5 182 5 175 5 183 15 533～540

Ｃブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

一吾・立花小 2 69 2 65 2 71 3 81 2 71 2 76 13 433

中川小 2 56 2 45 2 52 2 62 2 45 2 48 12 308

東吾嬬小 1 38 1 32 1 26 2 44 1 32 2 44 8 216

吾一・立花中 5 163 4 142 4 149 5 187 4 148 5 168 13～14 454～503

×76.7％ 4 125 3 109 3 114 4 143 3 114 4 129 10～11 348～386

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

中川・東吾嬬小 3 94 2 77 2 78 3 106 2 77 3 92 15 524

Ｄブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

言問小 2 41 1 36 2 46 1 37 2 44 2 43 10 247

小梅小 3 91 3 94 3 84 2 70 3 86 2 77 16 502

第一寺島小 3 88 3 91 2 67 3 87 3 81 2 80 16 494

墨田中 6 220 6 221 5 197 5 194 6 211 5 200 16～17 602～638

×76.7％ 5 169 5 170 4 151 4 149 5 162 4 153 13～14 462～490
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Ｅブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

第四吾嬬小 2 50 2 59 2 51 2 49 2 70 2 48 12 327

曳舟小 2 41 2 50 2 43 2 45 2 45 2 53 12 277

押上小 3 82 2 64 2 64 3 84 3 88 3 87 16 469

文花中 5 173 5 173 4 158 5 178 6 203 5 188 14～16 504～569

×76.7％ 4 133 4 133 4 121 4 137 4 156 4 144 12 387～437

Ｆブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

外手小 2 70 3 92 2 71 2 60 2 56 3 83 14 432

業平小 2 72 2 74 2 70 2 77 3 84 2 68 13 445

横川小 2 70 2 56 2 64 2 46 2 51 1 39 11 326

本所中 6 212 6 222 6 205 5 183 5 191 5 190 15～18 564～639

×76.7％ 5 163 5 170 4 157 4 140 4 146 4 146 12～14 432～490

Ｇブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

緑小 3 104 3 86 2 76 2 76 2 63 2 64 14 469

二葉小 3 85 2 77 3 84 3 85 2 80 3 94 16 505

中和小 2 43 2 52 2 44 2 50 2 41 2 45 12 275

両国小 3 81 2 66 2 67 2 58 2 49 2 59 13 380

両国中 8 313 8 281 7 271 7 269 6 233 7 262 20～23 764～865

×76.7％ 6 240 6 216 6 208 6 206 5 179 6 201 17～18 586～664

Ｈブロック

０歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合　計

錦糸小 3 85 3 88 2 74 2 76 2 61 2 76 14 460

柳島小 3 107 3 110 3 98 3 103 3 95 3 106 18 619

菊川小 3 86 2 75 2 63 2 78 3 89 2 69 14 460

竪川・錦糸中 7 278 7 273 6 235 7 257 7 245 7 251 20～21 737～786

×76.7％ 6 213 6 209 5 180 5 197 5 188 5 193 15～17 565～602
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資料 ５ 

適正配置等実施計画（案）に対するパブリックコメントの結果について 

 

1 意見募集方法の概要 

（1）意見募集の周知方法 

平成 19 年 12 月 11 日から平成 20 年 1 月 10 日まで、「新たな墨田区立学校適正配置

等実施計画（案）」を区のホームページに掲載するとともに、区民情報コーナー、庶務課で

閲覧 

（2）意見提出方法の周知 

平成 19 年 12 月 11 日号の墨田区のお知らせ「区立学校適正配置等実施計画（案）の特

集号」及び区のホームページに掲載 

（3）意見提出方法 

郵便、ファクシミリ又は電子メール 

（4）意見の提出先 

教育委員会事務局庶務課区立学校適正配置担当 

 

2 意見募集の結果 

パブリックコメントの提出件数 11 件（意見数 17 項目） 

〔内訳〕 

・郵便      1 件 

・ファクシミリ  1 件 

   ・電子メール   9 件 

 

3 ご意見・ご提案の要旨と区の考え方 

（1）実施計画（案）の基本的考え方に関して 

NO. ご意見・ご提案の要旨 区の考え方 

1 

 実施計画（案）については反対する。学

校と地域社会の結びつきは大切であり、小

学校の統廃合は街のコミュニケーション

の和を乱し、人のつながりを無くしてしま

う。 

 今後も少子化の傾向は引き続き進行するものと予

測され、これに伴う区立学校の更なる小規模化も長期

的に見て避けて通れない課題であると考えており、区

立学校の適正規模・適正配置を推進する必要があると

考えています。 

2 

 公立学校は特色を出すよりも同じ質の

教育を受けられるようにしてほしい。 

 公立学校ではどこの学校に入学しても、一定の教育

内容が保障できることを基本としていることは言う

までもありません。その上で、特色ある学校づくりを

推進するにしても、適正な学校規模であることが望ま

しいと考えます。 
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3 

 通学区域で分断される町会・自治会を解

消することは賛成だが、今回の計画でも分

断されている所が多いのではないか。 

 

 

 町会・自治会を分ける通学区域については、その改

善のために、この間、関係者との話し合いを重ねてき

ました。通学区域を変更するにあたっては、これまで

の地域と学校とのつながりや地域の意向などを考慮

しました。その結果、通学区域が分かれた町会は 5

町会まで減少しました。 

4 

 小規模校が適している子どものため、小

規模校の真の存在意義を考えてほしい。 

 小規模校における教育指導上の利点は、個に応じた

きめ細かな指導などがありますが、それらは適正規模

の学校においても可能であると考えます。小規模校の

良い面は引き続き実践するとともに、多くの友人や

様々な教師と交流し、多様な活動を経験することが大

切であると考えます。また、児童・生徒同士の協力や

競い合いによる切磋琢磨や興味・関心に応じた多様な

部活動の開設が可能になるなどの利点を生かすこと

が大切であると考えています。 

5 

 40 人学級を前提に計画されているが、

今後 10 年間以上も 40 人学級が続くと考

えているのか。 

 平成 18 年 2 月に区立学校適正配置等審議会から

いただいた答申を尊重し、40 人学級を前提として実

施計画（案）を策定しました。しかしながら、今後、

少人数学級の導入など義務教育に係る国や東京都の

動向変動などに留意し、必要に応じて適切な修正を行

うこととしています。 

6 

 1 校あたりの適正規模が 12～18 学級

になった理由を明らかにしてほしい。 

 学校における集団による教育の充実や教育指導面

と学校運営組織の充実を図るためには、一定の学校規

模が必要であると考えています。小学校の場合、6 年

間に数回の学級編制替えが可能になる 1 学年 2 学級

以上をひとつの目安としました。中学校の場合、教科

担任制に基づく現在の教員配置の実態と関連して、主

要 5 教科で正規教諭を複数配置することができる学

校規模であることや、生徒の興味・関心に応じた部活

動の開設が可能になることを考慮しました。 

7 

 今後の教育事情の変化、新タワー建設な

どの街の変化を考慮すると、この計画は当

面凍結すべきだ。 

 今後の児童・生徒数の推移や義務教育に係る国や東

京都の動向変動などに留意するとともに、地域再開発

の状況等住環境の変化を考慮することとしています。

その上で、区立学校の小規模化に対し、的確な取り組

みを確実に進めていくことで、これまで以上に魅力あ

る学校環境づくりを行うことが必要であると考えて

います。 
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8 

 学校を統廃合すると経費削減になるの

か。 

 

 区立学校の維持に係る経費は削減になりますが、こ

の計画の目的は、区立学校の小規模化による諸問題の

解決や児童・生徒により良い教育環境を提供すること

で、多くの子どもが楽しく学校に通い、学力・体力・

人間性を身につけることのできる魅力ある学校環境

をつくることにあります。 

 

（2）実施計画（案）の具体的内容に関して 

NO. ご意見・ご提案の要旨 区の考え方 

１ 

・向島中学校と鐘淵中学校の統廃合を見直

してほしい。向島中学校は小規模校ならで

はの素晴らしい教育を行っている。統合し

なくても生徒が増えて適正規模になるの

ではないか。 

・向島中学校の統廃合に反対する。学校が

小規模であるからこそ先生方の目も行き

届くのではないか。 

 向島中学校は鐘淵中学校との統合を行うことで学

校の適正規模・適正配置を図りますが、これまで実践

してきた教育活動については引き続くよう努めてい

きます。小規模校における教育指導上の利点を生かし

つつ、適正規模の利点である一定規模の集団による切

磋琢磨や多様な部活動の開設など教育指導上の効果

が期待できると考えています。 

2 

・緑小学校と中和小学校を統合した場合、

大規模校となってしまうので反対である。

・両校を統合することで今より教育環境が

悪化するので統合を撤廃してほしい。 

・言問小学校の統合は見送ったのに何故両

校を統合するのか。 

 実施計画（案）では、統合すると大規模校となる恐

れがあることから児童数の推移を注視しながら統合

を進めることとしていました。しかし、統合すると適

正規模を超えることから、G ブロックにおける小学

校は当面の間、緑小学校、二葉小学校、中和小学校、

両国小学校の 4 小学校とします。 

3 

・中和小学校と両国小学校、菊川小学校の

統合は検討しないで、緑小学校との統合し

か検討していないのではないか。 

・中和小学校は菊川小学校と統合するほう

が良いのではないか。 

 学校統廃合を実施する際の基本的条件に従い検討

を行いました。中和小学校と両国小学校の統合では、

いずれの学校を使用した場合でも通学距離が1kmを

超えてしまいます。また、中和小学校と菊川小学校の

統合では、両校を受け入れる中学校の学校規模が大規

模化する恐れがあることから、緑小学校と中和小学校

の統合を検討しました。 

4 

 ブロックの構成を見直してもらいたい。  実施計画（案）にあるブロック構成は、今後の児童・

生徒数の推移や児童・生徒の通学の負担、さらに学校

施設の状況を総合的に勘案したものです。 

5 

 歴史の古い中和小学校を無くさないで

ほしい。 

 中和小学校が区立学校の中で一番歴史の古い小学

校であることは認識しています。しかしながら、これ

からの子どもたちのことを第一に考えて、区立学校の

適正配置を推進する必要があると考えています。この

ようなことから、実施計画（案）では中和小学校の小

規模化を解消するための検討を行いました。 
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（3）その他 

NO. ご意見・ご提案の要旨 区の考え方 

1 

学校統廃合よりも学校選択制による学

校間の不均衡の是正が必要ではないのか。

 現在の学校選択制の状況を見ると、他の通学区域の

学校を希望する児童・生徒は年々増加しており、学校

選択制が制度として定着しているものと考えていま

す。しかしながら、実施後、数ヵ年が経過しているこ

とから、学校選択の傾向等の分析ができる状況になり

つつありますので、一定の検証は必要であると考えて

います。 

2 

・住民基本台帳の人数をもとに統廃合を行

うということだが、統合で児童数が増えて

も、実際、学校選択制により児童数が少な

くなってもよいのか。 

・学校選択制があると適正規模校にならな

いのではないか。 

 区立学校の適正配置を推進する基本的考え方とし

て、区域内の児童・生徒数を住民基本台帳上の人数で

捉え、通学区域内の児童数の確保に努めることとしま

した。しかし、選択する側の主体性を尊重した結果、

一時的に児童数が少なくなったとしても、それは受け

止めざるを得ないと考えております。当該校の課題等

を分析し、地元から支えられる学校にしていくことが

その後の課題と考えております。 

3 

 ガバナンスの精神にのっとるならば、関

係住民の同意がない限り統廃合計画を進

めるべきではない。 

教育委員会は、これまでも実施計画（案）を策定す

るにあたり地域や学校関係者との話し合いの機会を

数多くもち、実施計画の考え方についてご理解とご協

力を求めてきました。今後も適正配置実施計画に基づ

く学校の統廃合等を推進するにあたっては、関係者と

の協議を十分に行ってまいります。 

4 

 これまで実施した統廃合の成果を分析

しているのか。その教訓を公表してほし

い。 

統合新校におけるプラス面としては児童数が増え

たことで以前に比べて学校全体に活気が出てきたこ

と。また、心配していた子どもたちの人間関係がほと

んど問題なく、新しい学校の基礎作りに取り組むこと

ができたこと。さらに、学級編制替えが経験できたこ

とや異学年との縦割り活動の編制がしやすくなった

ことなどがあります。一方で、統合早々に教室が足り

なくなったことなど、統合新校の施設面で問題があり

ましたので、今後の統廃合を実施する際には十分考慮

していきます。 
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資料 ６ 

適正配置等実施計画（素案）・（案）説明会の開催状況について 

実施計画（素案）説明会 実施計画（案）説明会 

開 催 日 会  場 開 催 日 会  場 

平成 19 年 6 月 26 日 区 役 所 平成 20 年 1 月 15 日 梅若小学校 

6 月 27 日 緑小学校 1 月 16 日 堤小学校 

6 月 28 日 中和小学校 1 月 17 日 中川小学校 

6 月 29 日 区 役 所 1 月 18 日 東吾嬬小学校 

6 月 30 日 堤小学校 1 月 21 日 緑小学校 

6 月 30 日 梅若小学校 1 月 22 日 中和小学校 

7 月  2 日 区 役 所 1 月 23 日 第二寺島小学校 

7 月  4 日 言問小学校 1 月 24 日 隅田小学校 

7 月  5 日 区 役 所 1 月 27 日 すみだリバーサイドホール 

7 月  7 日 東吾嬬小学校 1 月 28 日 第三吾嬬小学校 

7 月  7 日 中川小学校 1 月 29 日 第三寺島小学校 

7 月  9 日 二葉小学校 1 月 31 日 八広小学校 

7 月 10 日 両国小学校 2 月  1 日 第一吾嬬小学校 

7 月 12 日 業平小学校 2 月  4 日 立花小学校 

7 月 13 日 区 役 所 2 月  5 日 錦糸小学校 

7 月 14 日 寺島中学校 2 月  6 日 柳島小学校 

7 月 18 日 第二寺島小学校 2 月  7 日 菊川小学校 

7 月 19 日 菊川小学校 2 月 12 日 第一寺島小学校 

7 月 19 日 錦糸小学校 2 月 13 日 小梅小学校 

7 月 20 日 柳島小学校 2 月 14 日 言問小学校 

7 月 23 日 文花中学校 2 月 16 日 すみだ中小企業センター 

7 月 24 日 言問小学校 2 月 18 日 第四吾嬬小学校 

7 月 25 日 第一寺島小学校 2 月 19 日 押上小学校 

7 月 26 日 外手小学校 2 月 21 日 曳舟小学校 

7 月 30 日 横川小学校 2 月 22 日 業平小学校 

7 月 31 日 小梅小学校 2 月 25 日 横川小学校 

8 月  1 日 隅田小学校 2 月 26 日 外手小学校 

8 月  2 日 八広小学校 2 月 27 日 二葉小学校 

8 月  7 日 第一吾嬬小学校 2 月 28 日 両国小学校 

8 月 21 日 押上小学校 

10 月  1 日 二葉小学校 

10 月 16 日 堤小学校 

10 月 17 日 錦糸小学校 

10 月 22 日 緑小学校 

10 月 26 日 中和小学校 

11 月  1 日 言問小学校 

11 月 15 日 緑小学校 

11 月 20 日 中和小学校 
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